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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

幅広い教養と自らの専門分野に関する
高い科学的知識と技術を活用できる。

基礎的知識と技術を修得するために1年次より
保健・医療・福祉・スポーツ分野の教養・専
門科目を配置する。学年進行とともにより専
門性の高い科目を配置する。知識の定着をは
かるため学習支援センターで支援する。成果
は国家試験・資格試験合格状況などで評価す
る。

高等学校卒業相当の基礎的学習能力
を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

多職種間連携の技能を活かし、対象者
および他の職種と良好なコミュニケー
ションを図りながら、国際化した社会
において職務を遂行できる。

専門職が連携・協働し、チーム医療・チーム
アプローチの一員として国内外を問わず活躍
できるよう協調性やリーダーシップを身につ
けるために他学科と合同で実施する科目や、2
年次の連携基礎ゼミ、4年次には海外の学生と
も連携する連携総合ゼミを配置する。成果は
連携総合ゼミの活動により評価する。

相手の話をよく聞き、自分の考えを
相手にわかりやすく伝えながら、他
者と協力して物事を行おうとする態
度を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

自らの職務を責任をもって遂行でき、
人の多様な生き方を理解し、国際化し
た社会の一員として適切に対象者への
支援ができる。

対象者に共感し、支援できる素養を涵養する
ために保健医療福祉教養科目群や保健医療福
祉連携科目群を配置する。全学年の学生に対
しボランティア活動・地域活動を奨励する。
成果は臨床実習で評価する。

対話や関わりを通じて、他者の意見
や思いを把握し、それを共感的に理
解しようとする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

科学的に評価された結果を他の職種か
らの情報と合わせて総合的に分析・考
察し、得た結論に基づき対象者の問題
を解決できる。

論理的に議論する能力と、問題を総合的に分
析し解決する力を高めるために専門科目やゼ
ミ活動科目を配置する。2年次からは学生が指
導教員を選んで研究活動ができるUROPを配置
する。4年次には卒業研究を配置する。成果は
卒業研究で評価する。

ある事象に対して妥当な判断をくだ
すために、他者の意見を取り入れな
がら、多面的に考える能力を有す
る。

S Self-realization
自己実現意欲

保健・医療・福祉・スポーツに関する
課題に広く関心をもち、生涯を通じ
て、主体的・意欲的に学習できる。

将来設計を確認し優れたQOLサポーターとして
の心構えを身につけ、入学前に書いた「私の
夢」を実現するために1・2・3年次それぞれに
実践行動学を取り入れたキャリア教育科目や
さまざまな専門科目を配置する。成果は4年次
に学生が執筆する「私の志」、就職率で評価
する。

保健・医療・福祉・スポーツ領域の
専門職を志す動機や意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップを
ご覧ください。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー　（大学全体）

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義し
ている。

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

幅広い教養と、リハビリテーションの根
幹である理学療法学、作業療法学、言語
聴覚療法学、義肢装具療法学に関する高
い知識および技術を有し、それらを活用
できる。

大学教育を受けるにふさわしい高校卒業
相当の基礎学力および学習能力を有す
る。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

多職種と連携し、対象者の問題解決に向
けた情報収集ができ、コミュニケーショ
ンを図りながら職務を遂行できる。

他人を理解する心とコミュニケーション能力を向上さ
せ、リハビリテーション領域におけるリーダーシップ力
を修得するために保健医療福祉教養科目群や保健医療福
祉連携科目群などを配置する。成果は保健医療福祉連携
科目群の成績により評価する。

チームワークを大切にし、リーダーシッ
プを発揮してチームを導く力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

医療従事者としての倫理観と責任感をも
ち、リハビリテーションを必要とする対
象者の生き方を理解し、対象者の自立を
促すために適切な支援ができる。

他者の意見を理解し、それに共感するこ
とができ、リハビリテーションを必要と
する対象者を支援しようとする意欲を有
する

P Problem-solving
問題を解決する力

リハビリテーションに関する専門知識と
他の職種からの情報を活かし、論理的思
考によって対象者の問題を解決できる。

ある事象に対して多面的に考察し、他者
の意見を取り入れながら妥当な判断をく
だす力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

国内外を問わず、広く社会情勢にも関心
をもち、生涯を通じてリハビリテーショ
ンに関連する専門知識・技術を高めるこ
とができる。

リハビリテーション専門職を志す動機や
意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（リハビリテーション学部)

リハビリテーション領域について優れたQOLサポーターに
なるための意欲を高め、生涯を通じて学修する力を修得
するために基礎教養科目や保健医療福祉教養科目群、卒
業研究などを配置する。成果は全修得科目の成績により
評価する。

幅広い教養と論理的思考力を養い、問題発見および問題
解決力を修得するため、専門基礎科目群や卒業研究、臨
床実習などを配置する。成果は卒業研究の成績により評
価する。

リハビリテーションに関連する科学的知識および科学的
思考力を修得するため、基礎教養科目群や専門基礎科目
群、専門専攻科目群を配置する。成果は基礎教養科目群
や専門基礎科目群、専門専攻科目群の成績により評価す
る。

リハビリテーションを必要とする対象者に対して適切な
治療またはサービスを施行できる知識・技術・態度を修
得するために専門基礎科目群や専門専攻科目群を配置す
る。成果は専門専攻科目群および臨床実習の成績により
評価する。

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

科学的根拠に裏づけられた理学療法に関
する知識および技術を有し、それらを活
用できる。

入学後の修学に必要な高校卒業相当の
英語・国語・数学等の基礎学力および学
習能力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

多職種と連携し、問題解決に向けた情報
収集ができるとともに、議論に必要とさ
れる理学療法学とコミュニケーション能
力を有しリーダーシップを発揮すること
ができる。

協調性を有し、自分の意見を論理的に表
現し、相手にわ かりやすく伝えること
ができる。

E Empowerment
対象者を支援する力

高い倫理観と責任感を有し、理学療法を
必要とする対象者の人権を尊重するとと
もに、地域社会の活性化や対象者のQOL
向上に全力で取り組むことができる。

倫理観と責任感を学び、理学療法を必要とする対象者や
地域社会における理学療法士の取り組みに関心をもち、
対象者に対して適切な理学療法を提供し、対象者の社会
参加を支援する力を修得するために臨床実習を含む理学
療法専門専攻科目群を配置する。成果は専門専攻科目群
および臨床実習の成績により評価する。

学習や課外活動等に対して主体的に行
動しようとする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

幅広い教養と習得した理学療法学を生か
し、臨床的状況や対象者や地域社会の意
志などを考慮し、妥当な仮説を立案し、
吟味し、論理的に問題を解決することが
できる。

ある事象に対して多面的に考察し、他者
の意見を取り入れながら妥当な判断を
くだすことができる。

S Self-realization
自己実現意欲

国内外を問わず、科学の進歩や社会の変
化に関心をもち、生涯を通じて理学療法
に関する知識および技術を高めることが
できる。

保健・医療・福祉に強い関心があり、理
学療法士になろうとする高い意欲を有
する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  

国際的な科学の進歩や社会の変化への好奇心をもち、生
涯を通じて自律した理学療法士として自己実現意欲を涵
養するために理学療法ゼミや海外フィールド実習、ス
ポーツ障害理学療法学、発達障害理学療法学、高齢者健
康増進学、骨関節病理学、神経筋機能解析学、運動制御
理論、運動生理学など数多くの専門専攻選択科目を配置
する。成果は専門専攻科目群および専門専攻選択科目群
の成績により評価する。

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（理学療法学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

理学療法にかかわる科学的根拠に裏づけられた専門知
識・技術を身につけるために基礎教養科目群や専門基礎
科目群、専門専攻科目群を配置し、科学的思考力を修得
するために理学療法ゼミや卒業研究を配置する。成果は
基礎教養科目群および専門基礎科目群の成績により評価
する。

他の職種と連携して問題解決に向けた情報を収集するこ
との大切さを学ぶために保健医療福祉教養科目群や保健
医療福祉連携科目群を配置し、コミュニケーション力を
向上させるとともに、リーダーシップを身につけるため
に理学療法基礎ゼミなどを配置する。成果は保健医療福
祉教養科目群および保健医療福祉連携科目群の成績によ
り評価する。

専門知識・技術および論理的思考力を涵養し、臨床的状
況や対象者および地域社会の意志などを考慮した問題発
見および問題解決力を身につけるために基礎教養科目群
や専門基礎科目群、理学療法課題演習、臨床実習および
卒業研究などを配置する。成果は卒業研究の成績により
評価する。

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

作業療法に関する専門的知識と技術を有
し、保健・医療・福祉領域で専門職とし
て、それらを活用できる。

作業療法士になるために必要な基礎的知識と技術、さら
にそれらを活用する力を修得するために基礎医学および
臨床医学や作業療法に関連した専門科目を配置する。1,2
年次には基礎医学，臨床医学系の専門基礎科目を，2,3年
次に作業療法の専門専攻科目を配置する。これらの成果
は各科目の成績および国家試験の合否により評価する。

高等学校卒業相当の英語・国語・数学な
どの基礎的学習能力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

多職種連携のために、他職種と良好なコ
ミュニケーションを取り、リーダーシッ
プを発揮できる。

他の職種との連携協働を行うために必要な協調性やリー
ダーシップのあり方を修得するために作業療法に関連し
た専門科目を配置する。とくに学部単独で実施する
「チームアプローチ入門」によって，多職種連携の基礎
を学び，連携基礎ゼミなどで強化していく。成果は保健
医療福祉教養科目群および保健医療福祉連携科目群の成
績により評価する。

相手の話をよく聞いて理解し、自分の意
見を相手にわかりやすく伝え、他者と共
に協力して物事を行おうとする態度を有
する。

E Empowerment
対象者を支援する力

作業療法士としての使命感や責任感を有
し、人の多様な生き方や価値観を十分に
理解・尊重して、対象者および家族の生
活を支援できる。

対象者の意思を重んじる姿勢と対象者を元気にする力を
修得するために作業療法に関連した専門科目、とくに臨
床実習を配置する。臨床実習は1年次の見学実習に始ま
り，2年次の体験実習，3年次の評価実習，4年次の総合実
習へと連続した配置としていることが特徴である．成果
は専門専攻科目群および臨床実習の成績により評価す
る。

相手の立場を尊重し、困っている人に対
して優しい心で手助けする態度を有す
る。

P Problem-solving
問題を解決する力

人間の生活における作業の意味や価値を
心身の機能や文化・社会のあり方と結び
つけて解釈し、作業が健康に及ぼす影響
について適切に判断し、問題解決でき
る。

作業療法の実践過程を学ぶことを通じて論理的に思考
し、判断できる力を修得するために、卒業研究やゼミ活
動科目を配置する。とくに3年次から始まる研究方法論，
研究方法論演習によって基礎力を身につけた上で，4年次
の卒業研究で問題解決の実際を体験することとなる。成
果は卒業研究の成績により評価する。

ある事象に対して適切な判断をくだすた
めに、さまざまな視点をもって考える能
力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

科学の進歩や社会の変化に常に関心をも
ち、作業療法士として生涯を通じて知
識・技術を高めることができる。

作業療法士として自己の夢を実現させるための心構えを
身につけるために作業療法に関連した専門科目を配置す
る。とくに専門職になるための自覚および関心を深める
ため，実際の患者による講義や演習を交え，より臨床的
な講義内容を提供する。成果は専門専攻科目や臨床実習
の成績により評価する。

保健・医療・福祉領域に関心があり、作
業療法士になろうとする高い意欲を有す
る。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「ST   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（作業療法学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

言語聴覚障がいのある人を理解するため
の幅広い教養と言語聴覚士としての専門
知識と技術を有し、それを活用できる。

1年次は幅広い教養を身につけるとともに分野に関する基
礎知識を身につけるための基礎科目を配置する。2年次、
3年次と学年進行とともに臨床における適切な判断ができ
る力を修得するために臨床に必要な音声、言語、高次
脳、聴覚、摂食嚥下などの専門科目を配置する。成果は
各専門科目の成績で評価する。

入学後の修学に必要な高校卒業相当の英
語・国語・生物等の基礎学力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

言語聴覚士としての技能を有し、言語聴
覚障がいのある人がかかえる課題に取り
組むチームの一員として他の職種とコ
ミュニケーションを図ることができる。

1年次は大学生活をスムーズにスタートさせるとともに共
同作業を行うために学科内の少人数による基礎ゼミを配
置する。2年次には多様な視点から1つのテーマについて
考え、対話する力、考えを伝える方法を修得するために
他の学科の学生とのアクティブラーニングによる連携ゼ
ミ活動を配置する。成果物の発表で評価する。

言語聴覚障害のある人をとりまく諸問題
を解決するために、様々な視点を持っ
て、適切な判断をくだすことができる。

E Empowerment
対象者を支援する力

言語聴覚障がいのある人の多様性を理解
し、言語聴覚士として適切に判断し行動
できる。

臨床観察から言語聴覚障がい児・者がかかえる問題点に
気づく力を養うために2年次に臨床実習を配置する。ま
た、対象児・者の問題を社会的な視点から支援する方法
を修得するために専門科目を配置する。成果は臨床実習
で評価する。

保健・医療・福祉に強い関心があり、言
語聴覚士になろうとする高い意欲を有す
る。

P Problem-solving
問題を解決する力

科学的な評価、分析的な観察と他の職種
からの情報を合わせて解釈し、言語聴覚
障がいのある人の問題を解決するために
適切な判断ができる。

言語聴覚障がい児・者がかかえる問題がどのような原因
で生じてるのかについての解明方法やそれらがもたらす
社会的課題に対する解決方法を個々の学生の特性に合う
形で修得するために、卒業研究ゼミを配置する。成果は
卒業研究で評価する。

言語聴覚障害のある人の様々な生き方や
考え方を理解しようとする主体的な態度
を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

言語聴覚障害学と保健・医療・福祉・教
育領域の進歩をグローバルな視点も含め
て関心をもち、自ら学習し続けることが
できる。

臨床場面の重要さを学び、言語聴覚士としてのイメージ
を確立するために、また自分が言語聴覚士になるという
心構えを身につけるために2年から4年までの間に毎年臨
床実習を配置する。専門分野の集大成として4年次には卒
業研究を配置し、その成果をまとめ、発表する。

誰とでも対話できるコミュニケーション
能力を有し、相手にわかりやすく伝える
ことができる。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「ST平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（言語聴覚学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

対象者を理解できる教養を有し、義肢装
具、福祉用具・機器に関する知識と技術
を活用できる。

1年次は義肢装具ならびに福祉用具・機器を客観的に分析
する基礎科目を専門基礎科目群に配置する。2年次および
3年次は応用的基盤を構築するために、人を対象とした客
観的分析方法について学ぶ科目を専門専攻科目群に配置
する。4年次は集大成として、専門分野を客観的に分析探
求するスキルを習得するために、卒業研究を専門専攻科
目群に配置する。成果は当該科目の成績および国家試験
合格率により評価する。

高等学校卒業相当の英語・国語・数学・
物理・生物などの基礎学力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

医療専門職チームの一員として対象者の
QOL向上のために関連する他の職種とコ
ミュニケーションをとることができる。

1年次はチームワークとリーダシップの基礎的なスキルを
構築するために、学科単独の基礎ゼミを配置する。2年次
は多職種を理解し連携を図る基礎を構築するために、全
額的な連携基礎ゼミを配置する。4年次は集大成として、
連携総合ゼミ、臨床実習を配置する。成果は、当該科目
ならびに臨床実習の成績により評価する。

自分の考えを適切に表現し、相手にわか
りやすく伝える能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

専門領域への探求と自己研鑽に励み､高
い倫理観および責任感をもって対象者の
QOL向上に努めることができる。

2年次から対人スキルを身に着けることを目ざし対象者を
モデルにした実習科目を専門専攻科目群に配置する。4年
次は特殊な対象者を想定した科目を専門専攻科目群に配
置する。成果は当該科目の成績と国家試験合格率により
評価する。

困っている人に対して手助けする態度を
有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

関連多職種からの情報を正しく解釈し、
対象者へ適切な義肢装具､福祉用具・機
器を提供することにより問題解決ができ
る。

2年次から対象者を主観的に分析するために実際の対象者
をモデルとしたものづくりの科目を専門専攻科目群に配
置する。3年次には実践的に問題解決の力を構築するため
に、対象者の動きを客観的に分析する科目を専門基礎科
目群に配置する。また臨床における様々な問題を客観的
に解決する力を身に着けるために、臨床実習を配置し、4
年次には卒業研究を配置する。成果は臨床実習の成績お
よび国家試験合格率より評価する。

ある事象に対して妥当な判断をくだすた
めに、論理的に考える能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

社会の変化や科学､特に義肢装具､福祉用
具・機器に関わる技術的進歩に常に関心
をもち、生涯を通じて自らの専門性を高
めることができる。

1年次はQOLの意義について学ぶ科目等を専門専攻科目群
に配置する。2年次では見学実習、3・4年次では臨床の場
で対象者ならびに就職先の義肢装具士等の職種に学ぶ学
外実習を配置する。また国際交流等の活動を通して海外
の義肢装具の状況、対象者状況、教育プログラム等につ
いても学ぶ。成果は当該科目の成績ならびに国際レベル
の資格取得状況により評価する。

義肢装具、福祉用具・機器に強い関心が
あり、積極的に学ぼうとする高い意欲を
有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「ST   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（義肢装具自立支援学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

専門知識・技術を有し、科学的な視点で
ものごとを考え、活用することができ
る。

高等学校卒業相当の基礎的な学習能力と
知識を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

チーム医療の一員として国内外を問わず
対象者および他の職種とコミュニケー
ションを図りながら職務を遂行できる。

相手の話をよく聞くこと、自分の考えを
相手にわかりやすく伝えること、他者と
協力してものごとを行う力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

自らの専門分野に関する高い技能を生か
し、他の専門職と連携、協働し、対象者
のニーズを把握したうえで支援を適切に
できる。

医療の専門職として活躍できる確かな知識・技術と幅広
い教養を身につけ、人間味のある高度医療人として対象
者を支援する力を修得するために基礎から応用に至るま
で段階的にカリキュラムを配置する。成果は臨床実習で
評価する。

対話や関わりを通じて他者の意見や思い
を把握し、それを共感的に理解しようと
する態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

さまざまな健康課題に対して、高い倫理
観をもち、他の職種からの情報と合わせ
て論理的に問題解決ができる。

医療上のある事象に対して多面的に考察
し、他者の意見を取り入れながら妥当な
判断をくだす力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

最新の医療情報や医療技術の進歩に関心
をもち、常に専門性を追求するだけでな
く、チーム医療の増進を主体的に学習し
続けることができる。

医療領域の専門職を志す動機や意欲を有
する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

さまざまな夢を相互に確認しあい、夢実現に対する関心
と意欲を高めるために全入学生に対して作文「私の夢」
を課し、全員が参加する発表会を配置する。医療におけ
るQOLの基本を学び、医療の優れたQOLサポーターとして
自律的な生き方を修得するために個々の学生が関心をも
つ科目を選択履修できる教養科目や実践行動学を配置す
る。成果は発表会、および科目試験で評価する。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（医療技術学部）

新しい知識・技術の活用力を修得するために専門分野に
おいて国家資格が取得でき、時代の求める医療従事者の
一翼を担える人材を育成する科目群を配置する。成果は
国家試験合格率で評価する。

関連する多くの専門職間で連携し、協力しながら対象者
のサポートにあたるチーム医療の一員として活躍できる
知識や協調性、リーダーシップを身につけるために全学
科の学生が共に学べる、連携基礎ゼミ、連携総合ゼミを
配置する。成果は連携総合ゼミで評価する。

問題点を発見し、解決への道筋を見つけ、創造する能力
を育成し、医学・医療に関する学会発表、論文作成の基
本を修得するために卒業研究ゼミを配置する。成果は卒
業研究で評価する。

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

臨床工学技士と臨床検査技師に必要とさ
れる専門基礎知識と技術を活用できる。

臨床技術学に必要な科学知識および技術を修得す
るために臨床工学技士および臨床検査技師の二つ
の法律が指定する科目群を融合したカリキュラム
を編成する。成果は国家試験合格率で評価する。

入学後の修学に必要な高校卒業相当の国
語・数学・物理・生物・化学等の基礎学
力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

チーム医療の一員として、対象者および
他の職種と良好なコミュニケーションを
図りながら、職務を遂行できる。

チーム医療を学び、チーム中で的確な情報を共有
し、自らもチームで中心的役割を担える能力を涵
養するために学内実習および学外臨床実習を配置
する。成果は実習試験、臨床実習先からのルーブ
リックに準じた実習評価報告で評価する。

自分の意見を論理的に表現し、相手にわ
かりやすく伝えることができる。

E Empowerment
対象者を支援する力

臨床工学技士と臨床検査技師のダブルラ
イセンスをもつ医療専門職として、他の
専門職との連携、協働することにより、
高いレベルで対象者を支援できる。

対象者に対して多面的にかかわることができる能
力を涵養するために臨床工学および臨床検査学を
同時に学ぶカリキュラム編成する。成果は科目試
験で評価する。

課外活動等に対して主体的に行動しよう
とする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

臨床工学と臨床検査の専門的知識と技術
を総合的に活用し、さまざまな健康問題
を論理的に的確に解決できる。

検査結果を解析・評価できる基礎的技術を修得す
るために各種疾患の病態を体系的に学ぶカリキュ
ラムを編成する。機器の安全な使用や保守管理が
できる技術を修得するために機器の原理、構造お
よび治療法を理解する科目を配置する。成果は科
目試験により評価する。

ある事象に対して多面的に考察し、他者
の意見を取り入れながら妥当な判断をく
だすことができる。

S Self-realization
自己実現意欲

生涯を通じて最新の医療情報や医療技術
の進歩に関心をもち、常に専門性を追求
することができる。

時代の求める優れたQOLサポーターの一翼を担う人
材になるための心構えを涵養するために、臨床工
学技士と臨床検査技師の二つの資格（ダブルライ
センス）を取得できるカリキュラムを編成する。
成果は科目試験、および臨床実習先からのルーブ
リックに準じた実習評価報告で評価する。

保健・医療・福祉に強い関心があり、臨
床技術者（臨床工学技士・臨床検査技師
両資格取得者）になろうとする高い
意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧く
ださい。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（臨床技術学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

視覚機能学に関する高度な専門知識、技
術を有し、臨床現場で活用できる。

眼科検査の技術と知識を身につけ、課題探究力、論理的
思考力を活用できる力を修得させる。そのためにルーブ
リックを活用した上、１年次後期から、２年次、３年次
前期までに５つの少人数制学内実習を配置する。さらに
３年次前期、４年次前期には総合演習を配置し、アク
ティブラーニングを介して応用力を育む。学習支援セン
ターと連携し、個々の学生の特性に合わせた支援を行
う。成果は国家試験合格率で評価する。

高等学校卒業相当のバランスのとれた基
礎学力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

豊かな自己表現力で関連職種との連携を
構築できる。

多職種間のチームアプローチを直接的に体験するため
に、学外医療施設における臨床実習を行う。ルーブリッ
クを活用した上、２年次は「観察」、３年次は「検査・
訓練」、４年次は「総合」と段階的な実習内容を展開す
る。また３年次には保育園、高齢者福祉施設での実習を
配置し、幼児から高齢者まで幅広い年齢に合わせたコ
ミュニケーションスキルを修得させる。成果は学外実習
で評価する。

相手の話をよく聞いて理解し、自分の考
えを上手に伝える能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

高い倫理観に基づき専門性を向上させ、
対象者を支援できる。

視覚障害を理解して対象者の心に寄り添い、質の高いサ
ポートができる力を育成するために、１年次に同行援護
従業者の資格が取得できる科目を配置する。３年次に
は、特別支援学校(盲学校)等での学外実習を配置し、視
覚障害者への理解を深めるとともに、職業倫理を身につ
けさせる。成果は資格取得率と学外実習で評価する。

何事にも積極的にチャレンジし、忍耐強
く取り組む態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

視覚機能に関し論理的に思考し、科学的
根拠に基づく的確な判断ができる。

視能訓練士としての専門性を向上させ、視覚機能学の知
識、技術を統合し科学的・論理的に問題解決する力を育
む。そのために４年間を通じてアクティブラーニングを
習慣化させる。また１年次から段階的に専門科目を配置
した上で、３年次には総合演習、卒業研究計画、４年次
には卒業研究を配置する。成果は卒業研究で評価する。

保健・医療・福祉・スポーツ領域に関す
る諸問題を解決するために、さまざまな
視点から物事を考える能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

専門性を高める意欲を有し、専門分野と
ともに国内外の社会の動向に関心をもち
学び続けることができる。

確かな臨床実践能力を身につけ、視能訓練士の将来像を
具現化するために、２年次から４年次まで段階的に５つ
の学外実習を配置する。社会についても広く学べるよう
に、様々な職業や背景を持った学外講師による講演会を
開催する。国内のみならず、国際社会の動向に関心をも
たせるために海外研修への参加を奨励する。卒業後も生
涯に渡って研鑽を続けられるように、専門職組織への入
会や学会・研究会への出席を奨励する。

保健・医療・福祉・スポーツ領域に強い
関心があり、この分野で人々に貢献しよ
うとする高い意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。 カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧ください。 入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字を   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（視機能科学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

診療放射線技師に必要とされる科学的知
識と技術を習得し、幅広い教養と見識か
ら臨床現場で活用できる。

新しい知識と技術を活用する力を修得し、豊かな人間性
を備え、時代の求める診療放射線技師として活躍できる
人材を育成する。診療放射線技師として必要な臨床医
学、放射線科学を学ぶ専門基礎科目群、画像解剖学、画
像診断学、診療画像検査技術学等の専門専攻科目群を配
置し、撮影から各症例の診断に適した画像構築について
学ぶ。成果は国家試験合格率等で評価する。

高等学校卒業相当の英語・国語・数学・
物理などの基礎的学習能力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

診療放射線技師としての高い技術と多職
種連携の技能を有し、アジア地域の一員
として、対象者および他の職種と良好な
コミュニケーションを図りながら職務を
遂行できる。

関連する専門職が連携・協働し、チーム医療・チームア
プローチを通して、医療人としての基礎知識や技術を高
める臨床実習や診療放射線学概論、診療放射線学特論の
中で、コミュニケーション力やリーダーシップのあり方
を習得し、さらに救急チーム医療論、連携基礎ゼミを配
置する。成果は臨床実習等で評価する。

相手の話をよく聞き、自分の考えを相手
にわかりやすく伝えながら、他者と協力
して物事を行おうとする態度を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

健全な人間性と倫理観をもち、診療放射
線技術の専門知識と技術に基づいて、医
療の現場で対象者を支援できる。

幅広い教養を身につけ、対象者に共感し、人間味のある
高度医療人として対象者を支援する力を修得するため、
救急医療学、公衆衛生学等の専門基礎科目群、診療画像
検査技術、核医学検査技術学、放射線治療技術学、医療
画像情報学、臨床実習等の専門専攻科目群を配置する。
成果は臨床実習等で評価する。

対話や関わりを通じて、他者の意見や思
いを把握し、それを共感的に理解しよう
とする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

診療放射線技師として必要な専門知識と
技術などの論理的思考力を有し、それら
を総合的に活用しながら正確な判断のも
と問題解決ができる。

論理的に思考し議論する能力と、問題を解釈し解決する
能力を修得するため、放射線安全管理学、医療安全管理
学などの専門専攻科目群を配置し、PBL（問題解決型授
業）を取り入れた講義を行う。また、論理的思考による
解決への道筋を見い出す力を修得するために卒業研究を
配置する。成果は卒業研究等で評価する。

ある事象に対して妥当な判断をくだすた
めに、他者の意見を取り入れながら、多
面的に考える能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

最新の医療・診療放射線技術の進歩に広
く関心をもち、生涯を通じて主体的・意
欲的に学習できる。

地域医療や救急医療における診療放射線技師の役割を理
解し、優れたQOLサポーターとして、自主的・継続的に自
己研鑽に努める心構えを身につけるため、専門専攻科目
群として画像診断学、救急撮影技術学、放射性医薬品
学、放射線腫瘍学、医療情報システム学を配置する。成
果は臨床実習・卒業研究等で評価する。

保健・医療・福祉領域に強い関心があ
り、診療放射線技師として地域医療に貢
献したいという意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。 カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧ください。 入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をと   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（診療放射線学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

救急救命士に必要とされる専門的な知識
と技術を有し、それらを活用できる。

基礎医学、臨床医学、災害や防災についての基礎的知識
を学習するために専門基礎科目を配置する。救急救命専
門領域のより専門的・発展的事項を学習し、救急救命技
術を修得するために専門専攻科目を年次に従って段階的
に配置する。学習にあたっては、学生個々の特性に対応
した支援を行う。成果は、国家試験合格率・資格取得率
で評価する。

高等学校卒業相当の英語・国語・数学な
どの基礎学力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

救急救命士の立場から医療チームの一員
として他の専門職とも協働して、国際化
した社会において職務を遂行できる。

国際化した社会において、チーム医療の一員として対象
者のサポートにあたる救急救命士の役割を認識し、協調
性、コミュニケーション力、リーダーシップを身につけ
るために他学科と合同で実施する保健医療福祉連携科目
や専門科目・実習を配置する。成果は、連携総合ゼミ、
臨地実習で評価する。

他者の考えを理解するとともに、自身の
考えを適切に表現し、誰とでも対話し、
協力して行動しようとする能力を有す
る。

E Empowerment
対象者を支援する力

健全な人間性、倫理観、奉仕の精神をも
ち、対象者を支援することで国際化した
社会に貢献できる。

幅広い教養や対象者に共感し、支援できる素養を涵養す
るために、全学共通科目を配置する。救急救命士として
地域・社会で活躍できる素養を身につけるために専門科
目を配置する。成果は、実習試験（OSCE：客観的臨床能
力試験）、臨地実習で評価する。

常に人に対する思いやりの心をもち、他
者と協調する態度とともに、自ら積極的
に学習し、行動しようとする態度を有す
る。

P Problem-solving
問題を解決する力

救急救命士として修得した専門的知識と
技術を総合的に活用し、さまざまな場面
において科学的に考え、的確な判断がで
きる。

問題を発見する能力、解答への道筋をみつけだす能力、
解答を創造する能力を高めるためにゼミ形式の授業を配
置する。PBL（課題解決型学習）に基づく個人および小グ
ループでのアクティブラーニングにより、問題提起から
論理的思考による解決、その過程のまとめと発表までの
工程を経験し、論理的思考に基づく問題解決力を修得す
る。成果は、卒業研究Ⅱにより評価する。

ある事象に対して妥当な判断をくだすた
めに、論理的な視点から多面的に考える
能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

専門分野や地域社会に関して対して常に
関心をもち、自主的・継続的に自己研鑽
に努めることができる。

地域社会の中での救急救命士の役割を理解し、優れたQOL
サポーターとして自主的・継続的に自己研鑽に努める心
構えを身につけるため、ゼミ形式による科目も含め、専
門科目を１年次から４年間にわたって配置する。成果
は、科目試験およびゼミ授業により評価する。

救急医療や防災について関心があり、救
急救命士として救急現場や災害現場の最
前線で活躍し、地域社会に貢献したいと
いう高い意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとっ   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（救急救命学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

幅広い教養と自らの専門分野に関する高
い科学的知識と技術を活用できる。

高等学校卒業相当の基礎的学習能力を有
する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

多職種間連携の技能を活かし、対象者お
よび他の職種と良好なコミュニケーショ
ンを図りながら職務を遂行できる。

相手の話をよく聞き、自分の考えを相手
にわかりやすく伝えながら、他者と協力
して物事を遂行する能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

人の多様な生き方を理解し、国際化した
社会の一員として適切に対象者への支援
ができる。

幅広い教養を身につけ、対象者に共感し、支援できる素
養を修得するために保健医療福祉教養科目群や保健医療
福祉連携科目群を配置する。成果は臨床実習、インター
ンシップ実習、教育実習で評価する。

対話や関わりを通じて、他者の意見や思
いを把握し、それを共感的に理解しよう
とする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

科学的に評価された結果を、他の職種か
らの情報と合わせて論理的に思考・解釈
し、対象者の問題を解決できる。

ある事象に対して妥当な判断をくだすた
めに、他者の意見を取り入れながら、多
面的に考える能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

保健・医療・福祉・スポーツに関する課
題に広く関心をもち、生涯を通じて、主
体的・意欲的に学習できる。

保健・医療・福祉・スポーツ領域の専門
職を志す動機や意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  　　　　

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（健康科学部）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

1年次から4年次まで、基礎教養科目、専門基礎科目、専
門専攻科目を段階的に配置する。基礎的知識を修得し
て、専門的知識や技術に活用したり探求できるカリキュ
ラムを編成する。成果は資格試験・国家試験で評価す
る。

専門職が連携・協働し、チーム医療・チームアプローチ
の一員として活躍するための協調性やリーダーシップを
身につけるために他学科と合同で実施する科目を配置す
る。成果は授業後のアンケートまたは履修科目の成績に
より評価する。

論理的に思考し議論する能力と、問題を解釈し解決する
能力を修得するために健康科学についての専門科目や卒
業研究、ゼミ活動科目を配置する。成果は卒業研究で評
価する。

優れた管理栄養士、健康・スポーツ・教育の専門職とし
ての心構えを修得するために全入学生に対して作文「私
の夢」が課されており、その「私の夢」を実現するため
に、さまざまな専門科目を配置し、将来設計を確認でき
るキャリア教育を実施する。また、主体的に学ぶ力を習
得するために、PBLを導入する。成果はレポート内容また
は資格試験合格率で評価する。
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

幅広い教養を有し、専門分野に関する高
度で科学的な専門知識と技術を活用でき
る。

1年次から4年次まで、基礎教養科目、専門基礎科目、専
門専攻科目を段階的に配置する。さらに専門基礎科目お
よび専門専攻科目は、アクティブラーニングに資するよ
う講義と実験・実習科目を抱き合せて配置する。成果は
全修得科目の成績により評価する。

高等学校卒業相当の国語・数学・生物・
化学・英語などの基礎学力を有する。

T
Teamwork &
Leadership

チームワークと
リーダーシップ

多職種間連携の技能を有し、対象者およ
び他の職種と良好なコミュニケーション
を図りながら、国際化した社会において
職務を遂行することができる。

1年次には学科メンバーとのチームワークをねらいとした
基礎ゼミ、2年次には職種間連携をねらいとした全学共通
の連携基礎ゼミ、4年次の総合演習には管理栄養士に必要
な専門英語を配置する。成果は授業後のアンケートまた
は履修科目の成績により評価する。

自分の意見を論理的に表現し、相手にわ
かりやすく伝えるとともに、他者と協力
して物事を成し遂げる能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

社会人としての基本的な資質、豊かな感
性、奉仕の精神、やさしさ、協調性およ
び倫理観を有し、食および栄養を通し、
対象者のQOL向上策をコーディネートで
きる。

1年次には病院および福祉施設での基礎臨地実習、3年次
には模擬患者を活用したＳＰ実習および病院、行政、事
業所、学校、福祉・介護施設での臨地実習、4年次には個
人の要望による応用臨地実習、栄養教育実習を配置す
る。成果はルーブリック等を用い評価する。

学習や課外活動に対して主体的に行動す
るとともに、円滑な人間関係を築く上で
必要なやさしさ・協調性・他者を理解し
ようとする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

栄養科学に関するエビデンスを、他の職
種からの情報と合わせて思考・解釈し、
自分の意見を論理的に説明でき、問題解
決ができる。

1年次から4年次まで、栄養科学に関する実験・実習を配
置し、4年次には、情報収集力、論文読解力、論理的思考
力の修得を目的とした卒業研究を配置する。成果は実験
実習のレポートおよび卒業研究の総合的成績により評価
する。

ある事象に対してさまざまな視点から物
事を考え、自分の意見をまとめる能力を
有する。

S Self-realization
自己実現意欲

健康の維持・増進、病気の予防・治療、
虚弱・介護予防における食および栄養上
の課題に関心をもち、その解決のために
生涯を通じて、自主的・継続的に学習で
きる。

キャリア教育の一環として、1年次には基礎実践演習、4
年次には、現場の管理栄養士を招いての総合演習を配置
する。さらに、3～4年次には、各種認定資格取得ができ
る科目を配置する。成果はレポート内容または資格試験
合格率で評価する。

健康の維持・増進、病気の予防・治療、
虚弱・介護予防に、「食」の面から貢献
したいという意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「ST   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（健康栄養学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

充実したQOLサポーターとしての健康・
スポーツを科学する確かな知識と技術を
活用できる。

知識基盤を構築するため基礎教養群と専門基礎科目群を1
年次に配置する。2年次には健康・スポーツに関わる応用
的知識を習得するために、その知識理解を深める専門専
攻科目群共通科目を配置する。3年次以降は、個々の学生
の特性に応じ、健康医科学、コーチング科学、スポーツ
マネジメント、スポーツ教育などのスポーツ科学専門科
目を配置する。成果は資格試験合格率で評価する。

入学後の修学に必要な高校卒業相当の基
礎学力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

健康・スポーツの実践および指導・教育
に取り組むための高い技能と豊かな表現
力を有し、チームにおけるリーダーシッ
プやコミュニケーションをとることがで
きる。

健康・スポーツの実践および指導法、チームワーク、コ
ミュニケーション力や表現力を習得するため、職種間連
携をねらいとした全学共通の連携基礎ゼミ、連携総合ゼ
ミをうけて、2年次以降に球技（チームスポーツ）、野外
活動、各種運動指導法実習、レクリエーション科目など
の実技科目を配置する。成果はインターンシップ実習で
評価する。

健康・スポーツに関する課題を考察する
能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

健康・スポーツに関する専門的職業人と
しての使命感や責任感に基づき、国際化
した社会の一員として対象者を支援でき
る。

専門的職業人としての使命感や責任感、他者を理解する
力を習得するために、1年次の基礎的な知識理解、2年次
のアクティブラーニングを用いた応用的な知識理解を活
かして、3年次以降は各種スポーツ指導法実習、インター
ンシップ実習、教育実習などの実践教育科目を配置す
る。成果はインターンシップ実習、教育実習で評価す
る。

健康・スポーツについて、高い興味・関
心があり、自ら探求する意欲を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

健康・スポーツに関するさまざまな課題
について思考し、的確に判断し問題解決
ができる。

生涯にわたる健康・スポーツの課題を解決する力を習得
するために、1年次に、少人数学習を導入しながらスポー
ツ科学の概念を広く学び、2年次以降は、小・中・高等学
校の学習指導要領に記載されている実技科目や競技ス
ポーツのみならず、幅広い実技科目を配置する。成果は
卒業研究で評価する。

健康・スポーツについて、自ら積極的に
関わる行動力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

健康・スポーツに関する自己の課題に関
心をもち、生涯を通じて主体的・意欲的
に学習できる。

自己の課題を明確にして、主体的に学ぶ力を習得するた
めに、PBLを導入しながら1年次に教養科目と専門基礎科
目を配置し、2年次に専門専攻科目群共通科目、3年次以
降では関心をもつ専門科目を配置するする。1年次と2年
次には実技、3年次以降には実技指導法実習を配置し、
ポートフォリオを活用しながら系統的かつ講義科目と実
技科目を往還できるカリキュラムを編成する。

他者と協力してものごとを成し遂げる能
力を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字を   平成29年2月7日版

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（健康スポーツ学科）

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

看護の対象となる人を理解するための教
養を有し、看護に関する必要な専門知識
と技術が活用できる。

高等学校卒業相当の国語・数学・生物・
化学・物理・地理・歴史・英語の基礎学
力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

多職種と良好なコミュニケーションを取
りながらメンバーシップ・リーダーシッ
プが発揮できる。

自分の意思を表現し、周囲の人々と協力
して物事を成し遂げる能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

人の多様な価値観を尊重し、看護職とし
ての倫理観に基づいた責任ある行動がで
き、看護の専門知識と技術に基づいて看
護を提供することができる。

高度な看護実践力を修得するために段階に応じた実習施
設においてさまざまな対象者と出会うことのできる科目
を配置する。幅広く対象者を支援する力を修得するため
に異なる生活背景や価値観をもつ対象者を尊重すること
ができるシミュレーション教育を実施する。看護学を在
宅医療につながる地域包括ケアの視点で学習するために
看護実践論や統合実習を配置する。成果は臨地実習の成
績により評価する。

人との関わりを大切にし、相互理解に努
めようとする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

看護の専門知識と方法論を用いて対象者
の問題を解決できる。

ある事象に対して探究心をもち、さまざ
まな視点から物事を考え、自分の意見を
まとめる能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

知的好奇心をもち、看護の動向や社会の
変化について、生涯を通じて主体的・意
欲的に学習できる。

看護に対する強い興味・関心があり、看
護を学ぶ高い意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

世界や地域に貢献できる優れたQOLサポーターになるため
の心構えを身につけ、多様な職業選択が可能となるよ
う、看護師、保健師、助産師、養護教諭一種免許取得が
できる科目群や国際看護論・災害看護論、専門専攻選択
科目群を配置する。成果は卒業生の進路により評価す
る。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  　　

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（看護学部）

基礎的な学習スキルを修得するために基礎教養科目や保
健医療福祉教養科目を配置する。看護アセスメント力を
修得するために1年次から段階的に専門科目を配置する。
看護実践に必要な専門知識を身につけるために4年間を通
じたシミュレーション教育を実施する。成果は全修得科
目の成績により評価する。

チームワークの重要性を自覚し、看護の一員としてチー
ム医療に必要なメンバーシップ・リーダーシップを身に
つけるために全学で実施する連携教育、シミュレーショ
ンを活用した連携教育、グループ学習、看護学演習・実
習を配置する。成果は臨地実習の成績により評価する。

問題を発見する能力、論理的思考による解決への道筋を
見い出す力を修得するために看護研究や卒業研究を配置
する。また、個々の対象者の問題を解決する力を修得す
るために領域別看護学実習を配置する。自ら考え、解決
する力を修得するためにアクティブラーニングの手法を
取り入れた授業を実施する。成果は卒業研究と臨地実習
の成績により評価する。

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

看護の対象となる人を理解するための教
養を有し、看護に関する必要な専門知識
と技術が活用できる。

高等学校卒業相当の国語・数学・生物・
化学・物理・地理・歴史・英語の基礎学
力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

多職種と良好なコミュニケーションを取
りながらメンバーシップ・リーダーシッ
プが発揮できる。

自分の意思を表現し、周囲の人々と協力
して物事を成し遂げる能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

人の多様な価値観を尊重し、看護職とし
ての倫理観に基づいた責任ある行動がで
き、看護の専門知識と技術に基づいて看
護を提供することができる。

高度な看護実践力を修得するために段階に応じた実習施
設においてさまざまな対象者と出会うことできる科目を
配置する。幅広く対象者を支援する力を修得するために
異なる生活背景や価値観をもつ対象者を尊重することが
できるシミュレーション教育を実施する。看護学を在宅
医療につながる地域包括ケアの視点で学習するために看
護実践論や統合実習を配置する。

人との関わりを大切にし、相互理解に努
めようとする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

看護の専門知識と方法論を用いて対象者
の問題を解決できる。

ある事象に対して探究心をもち、さまざ
まな視点から物事を考え、自分の意見を
まとめる能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

知的好奇心をもち、看護の動向や社会の
変化について、生涯を通じて主体的・意
欲的に学習できる。

看護に対する強い興味・関心があり、看
護を学ぶ高い意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

世界や地域に貢献できる優れたQOLサポーターになるため
の心構えを身につけ、多様な職業選択が可能となるよ
う、看護師、保健師、助産師、養護教諭一種免許取得が
できる科目群や国際看護論･災害看護論、また看護教育
学、国際看護論演習、ヒューマンケアリング、スピリ
チュアルケア、ディメンチア･ケア、エンドオブライフな
ど数多くの専門専攻選択科目を配置する。

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  　　　

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（看護学科）

基礎的な学習スキルを修得するために基礎教養科目や保
健医療福祉教養科目を配置する。段階的にアセスメント
力を修得するために1年次から専門科目を配置する。看護
実践に必要な専門知識を身につけるために4年間を通じた
シミュレーション教育を実施する。

チームワークの重要性を自覚し、看護の一員としてチー
ム医療に必要なメンバーシップ・リーダーシップを身に
つけるために全学で実施する連携教育、シミュレーショ
ンを活用した連携教育、グループ学習、看護学演習・実
習を配置する。

問題を発見する能力、論理的思考による解決への道筋を
見い出す力を修得するために看護研究や卒業研究を配置
する。また、個々の対象者の問題を解決する力を修得す
るために領域別看護学実習を配置する。自ら考え、解決
する力を修得するためにアクティブラーニングの手法を
取り入れた授業を実施する。

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

人を理解するための幅広い教養をもち、
福祉社会の構築に必要な専門知識と技術
を活用できる。

福祉社会の構築に必要な専門知識と技術を修得し、人を
理解するための幅広い教養を身につけるために教養科目
や専門基礎科目を配置する。成果は国家試験合格率で評
価する。

高等学校卒業相当の国語・数学・生物・
化学・物理・地理・歴史・英語の基礎学
力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

社会福祉専門職として、国内外を問わず
対象となる個人や集団と良好なコミュニ
ケーションを図り、同僚や保健・医療・
福祉の関連職種・機関と連携できる。

社会福祉専門職として、対象となる個人や集団と良好な
コミュニケーションを図り、同僚や保健・医療・福祉の
関連職種・機関と連携できる協調性やリーダーシップ力
を身につけるために保健医療福祉連携科目群や専門専攻
科目群を配置する。

相手の話をよく聞き、自分の意思を相手
にわかりやすく伝える能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

人の多様性を理解した社会人として人権
と人格を尊重して対象者を支援できる。

人の多様な生き方や個性、対象者の状況などを多角的に
理解しようと努力し、人権と人格を尊重することができ
る素養を修得するために専門専攻科目群を配置する。

人の多様な生き方や考え方を大切にし、
わかりあおうとする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

福祉社会の構築に必要な専門的な知識に
根ざした思考と判断をもとに、国や地域
において問題解決ができる。

福祉社会の構築に必要な専門的な知識に根ざした思考と
判断をもとに、問題を解釈し解決する力を修得するため
に専門基礎科目、専門専攻科目を配置し、ゼミ活動を実
施する。

人の生活や社会の動向について、自らの
考えを述べる能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

福祉社会を構成する諸要素の動向に関心
をもち、人間の福祉増進のための課題を
捉えようとする意欲を有し、生涯を通じ
て主体的・意欲的に学習できる。

福祉社会を構成する諸要素の動向に関心をもち、人間の
福祉増進のための課題を捉えようとする意欲を高め、自
らが社会的役割を実行することができる素養を身につけ
るために専門専攻科目を配置し、ゼミ活動、キャリア教
育を実施する。

福祉の仕事に関心をもち、将来、社会福
祉士として活躍しようとする高い意欲を
有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（社会福祉学部）

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  　　　　

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

人を理解するための幅広い教養をもち、
福祉社会の構築に必要な専門知識と技術
を活用できる。

福祉社会の構築に必要な専門知識と技術を修得し、人を
理解するための幅広い教養を身につけるために教養科目
や専門基礎科目を配置する。成果は国家試験合格率で評
価する。

高等学校卒業相当の国語・数学・生物・
化学・物理・地理・歴史・英語の基礎学
力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

社会福祉専門職として、国内外を問わず
対象となる個人や集団と良好なコミュニ
ケーションを図り、同僚や保健・医療・
福祉の関連職種・機関と連携できる。

社会福祉専門職として、対象となる個人や集団と良好な
コミュニケーションを図り、同僚や保健・医療・福祉の
関連職種・機関と連携できる協調性やリーダーシップ力
を身につけるために保健医療福祉連携科目群や専門専攻
科目群を配置する。

相手の話をよく聞き、自分の意思を相手
にわかりやすく伝える能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

人の多様性を理解した社会人として人権
と人格を尊重して対象者を支援できる。

人の多様な生き方や個性、対象者の状況などを多角的に
理解しようと努力し、人権と人格を尊重することができ
る素養を修得するために専門専攻科目群を配置する。

人の多様な生き方や考え方を大切にし、
わかりあおうとする態度を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

福祉社会の構築に必要な専門的な知識に
根ざした思考と判断をもとに、国や地域
において問題解決ができる。

福祉社会の構築に必要な専門的な知識に根ざした思考と
判断をもとに、問題を解釈し解決する力を修得するため
に専門基礎科目、専門専攻科目を配置し、ゼミ活動を実
施する。

人の生活や社会の動向について、自らの
考えを述べる能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

福祉社会を構成する諸要素の動向に関心
をもち、人間の福祉増進のための課題を
捉えようとする意欲を有し、生涯を通じ
て主体的・意欲的に学習できる。

福祉社会を構成する諸要素の動向に関心をもち、人間の
福祉増進のための課題を捉えようとする意欲を高め、自
らが社会的役割を実行することができる素養を身につけ
るために専門専攻科目を配置し、ゼミ活動、キャリア教
育を実施する。

福祉の仕事に関心をもち、将来、社会福
祉士として活躍しようとする高い意欲を
有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（社会福祉学科）

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  　　　　

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ
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ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

人を理解するための幅広い教養をもち医
療・経営・情報に関する専門的な知識と
技術を活用できる。

専門技術者として必要な技術や人間を理解できる教養を
身につけるために医療・経営・情報に関する基礎から応
用に至る幅広い内容をもつ専門基礎科目群を配置する。
成果は資格試験合格率で評価する。

高等学校卒業相当の国語・数学・生物・
化学・物理・地理・歴史・英語の基礎学
力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

対象者、同僚、保健・医療・福祉の関連
職種と良好なコミュニケーションおよび
連携をとることができる。

自己を表現し、実践する能力を身につけるとともに、対
象者や他の職種とコミュニケーションをとりながら連携
する技術を身につけるためにゼミ形式の自己表現法、自
己実現法、キャリア開発などの授業を配置する。

他者の話を理解するとともに、自らの意
見をわかりやすく伝える能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

社会人の一員としての礼節をわきまえ、
専門的な職業人としての使命感や責任感
を有し、対象者の尊厳を尊重し、適切に
行動できる。

医療福祉分野、情報分野などで活躍できる知識や技術を
修得するために専門専攻科目を配置し、それを各分野で
実践するための能力を涵養するために演習科目を配置す
る。

常に人に対する思いやりをもつととも
に、自ら積極的に行動しようとする態度
を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

職場や地域社会で医療情報管理分野の専
門的な知識に根ざした思考と判断により
問題解決できる。

医療・経営・情報に関する分野で、問題点を発見・分
析・解決するための知識や技術を修得するために専門専
攻科目を配置する。

ある事象に対して自分なりの思考に基づ
いた判断をくだすために多くの事柄を考
慮し、まとめる能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

国際化・グローバル化する社会の変化や
医療情報技術の進歩に関心をもち続け、
自らを高めるため、生涯を通じて主体
的・意欲的に学習できる。

医療・経営・情報などの分野で生涯に渡って問題意識と
探求心をもち続け、自分自身を向上させるための心構え
を身につけるために卒業研究などの専門科目を配置す
る。成果は卒業研究で評価する。

保健・医療・福祉領域に強い関心があ
り、特に医療・経営・情報などの分野
で、将来、診療情報管理士を始めとする
関連専門職として活躍しようとする高い
意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（医療経営管理学部）

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  　　　　　

優れたQOLサポーターの資質・能力
ＳＴＥＰＳ

ディプロマ・ポリシー
卒業認定方針

カリキュラム・ポリシー
教育課程編成方針

アドミッション・ポリシー
入学者受け入れ方針

このような資質・能力をもつ学生を卒業させます。 この方針で優れたQOLサポーターを養成します。 このような能力をもつ学生を入学させます。

S Science & Art
科学知識と技術を

活用する力

人を理解するための幅広い教養をもち医
療・経営・情報に関する専門的な知識と
技術を活用できる。

専門技術者として必要な技術や人間を理解できる教養を
身につけるために医療・経営・情報に関する基礎から応
用に至る幅広い内容をもつ専門基礎科目群を配置する。
成果は資格試験合格率で評価する。

高等学校卒業相当の国語・数学・生物・
化学・物理・地理・歴史・英語の基礎学
力を有する。

T Teamwork & Leadership
チームワークと
リーダーシップ

対象者、同僚、保健・医療・福祉の関連
職種と良好なコミュニケーションおよび
連携をとることができる。

自己を表現し、実践する能力を身につけるとともに、対
象者や他の職種とコミュニケーションをとりながら連携
する技術を身につけるためにゼミ形式の自己表現法、自
己実現法、キャリア開発などの授業を配置する。

他者の話を理解するとともに、自らの意
見をわかりやすく伝える能力を有する。

E Empowerment
対象者を支援する力

社会人の一員としての礼節をわきまえ、
専門的な職業人としての使命感や責任感
を有し、対象者の尊厳を尊重し、適切に
行動できる。

医療福祉分野、情報分野などで活躍できる知識や技術を
修得するために専門専攻科目を配置し、それを各分野で
実践するための能力を涵養するために演習科目を配置す
る。

常に人に対する思いやりをもつととも
に、自ら積極的に行動しようとする態度
を有する。

P Problem-solving
問題を解決する力

職場や地域社会で医療情報管理分野の専
門的な知識に根ざした思考と判断により
問題解決できる。

医療・経営・情報に関する分野で、問題点を発見・分
析・解決するための知識や技術を修得するために専門専
攻科目を配置する。

ある事象に対して自分なりの思考に基づ
いた判断をくだすために多くの事柄を考
慮し、まとめる能力を有する。

S Self-realization
自己実現意欲

国際化・グローバル化する社会の変化や
医療情報技術の進歩に関心をもち続け、
自らを高めるため、生涯を通じて主体
的・意欲的に学習できる。

医療・経営・情報などの分野で生涯に渡って問題意識と
探求心をもち続け、自分自身を向上させるための心構え
を身につけるために卒業研究などの専門科目を配置す
る。成果は卒業研究で評価する。

保健・医療・福祉領域に強い関心があ
り、特に医療・経営・情報などの分野
で、将来、診療情報管理士を始めとする
関連専門職として活躍しようとする高い
意欲を有する。

備考 学則の第1条もご覧ください。
カリキュラムの構成についてはカリキュラム・マップをご覧くださ
い。

入試の詳細は入試要項をご覧ください。

優れたQOLサポーターになるための３ポリシー（医療情報管理学科）

注：建学の精神「優れたQOLサポーターの育成」のもと、優れたQOLサポーターに求められる資質・能力を5項目あげ、その英語の頭文字をとって「STEPS」と定義している。  　　　　　

優れたQOLサポーターの資質・能
力
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視機能科学科
科学的知識と技術を
活用する力

Ｓ
Ｓｃｉｅｎｃｅ ＆ Ａｒｔ

視覚機能学に関する高度な専門知
識、技術を有し、臨床現場で活用で
きる。

チームワークと
リーダーシップ

Ｔ
Ｔｅａｍｗｏｒｋ ＆ Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ

豊かな自己表現力で関連職種との連
携を構築できる。

対象者を支援する力Ｅ Ｅｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔ

高い倫理観に基づき専門性を向上さ
せ、対象者を支援できる。

問題を解決する力Ｐ Ｐｒｏｂｌｅｍ－ｓｏｌｖｉｎｇ

視覚機能に関し論理的に施行し、科
学的根拠に基づく的確な判断ができ
る。

自己実現意欲Ｓ
Ｓｅｌｆ－ｒｅａｌｉｚａｔｉｏｎ

専門性を高める意欲を有し、専門分
野とともに国内外の社会の動向に関
心をもち学び続けることができる。

“優れたＱＯＬサポーター ”
卒業研究

社会のニーズに即した研究テーマ４年次

３年次

２年次

１年次 保健医療福祉教養科目群
基礎教養科目群

視機能管理
領域

視機能科学
領域

視機能
ＱＯＬ＊，ＱＯＶ＊領域

子供の眼の
健康管理

眼科医療の
高度・専門化に対応

高齢社会の
視覚ケア

＜主な科目＞

「視覚機能訓練学」

「視覚総合演習」

「福祉保育実習」他

＜主な科目＞

「視覚系構造・機能・病態」

「生理光学」

「生理光学実習」

「神経眼科学」他

＜主な科目＞

「同行援護概論」

「視覚機能連携医療」

「視覚障害関連施設実習」他

＊QOL – Quality of Life（生活の質）
＊＊QOV – Quality of Vision（見え方の質）
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平成３０年度 新潟医療福祉大学との包括連携協定に基づく 

インターンシップ（第１クール）報告書 

 
 

 
日 時：平成３１年２月１８日（月）～２２日（金） 
会 場：新潟市総合福祉会館  
人 数：２名 

 
 ９：００ オリエンテーション 
１０：００ marugo-toでの活動     
１４：３０ 社会福祉協議会とは 
      総合福祉会館見学 
１５：３０ marugo-toでの活動振り返り 

２日目のプログラムの概要 

１日目のプログラムの概要 

インターンシップ全体概要 

ビジョン・コンセプトとは 

達成すべきMission 

ビニールハウスの居場所marugo-toに
新たな男性シニア層の参加者を増やす
ための事業提案を行う 

３日目のプログラムの概要 

 
 ９：００ 講義「健康増進・健康寿命・参加」 
１０：００ 説明「marugo-to」について     
１１：００ 企画を考えるPart１ 
      ビジョン・コンセプトとは 
１３：００ 企画を考えるPart２ 

【ビジョン】 
将来のあるべき姿を指す言葉(なりたい未来) 

【コンセプト】 
構想、テーマを指す言葉(進むべき方向性) 

【具体的プログラム】 
ビジョン(実現)コンセプト(沿って)「何をするか」 

 
 ９：００ 中間報告(2日目の検討内容) 
 ９：３０ 企画を考えるPart３     
１３：１０ ミニプレゼン 
１３：３０ 企画のブラッシュアップ 職員と  の  意見交換 

プ
レ
ゼ
ン     

様
子 

 
 

３日目のプログラムの概要 

【ビジョン】 
  marugo-toを第3の縁のスタート地点にする 

↓ 
【コンセプト】 
人の繋がり×楽しみ×幸せ 

４日目のプログラムの概要 

５日目のプログラムの概要 

【企画・提案内容】 
○夜に開催するmarugo-to「(通称)YORU GO-TO」を開催し、参加者を増やす。 
○参加するための一歩を踏み出す仕掛けとしてお酒を媒介したコミュニケーションを。 

 
 

【具体的プログラム】 
夜間に開催するmarugo-to 
 

↓ 
 

参加の入り口を広げる 
 

言葉の具体化を図る 

× marugo-toの活性化→どうなることが活性化なの？ 

 
 ９：００ 最終プレゼンに向けた準備 
１5：００ プレ最終報告     

どう伝えるのか 

×相手に伝えるだけでは不十分 
○伝えて理解を得て、心を動かす 

【起】 
結論 

【承】 
背景 

【転】 
方法 

【結】 
結論 

 
 ９：００ 最終プレゼンに向けた準備 
１３：３０ 最終報告会 
１４：００ 講評 
      修了式 
１５：００ インターンシップ全体の振り返り     

亀倉夏生   (社会福祉学科３年) 
 込山孔利(健康スポーツ学科３年) インターンシップ第１クール参加学生 
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企画・提案 
 

夜に開催するmarugo-to 「YORU GO-TO」 
 

～第三の縁「幸楽縁」を   
           モットーに集まれる居場所～ 

人をつなぐ第三の縁は「幸楽縁」 

 人と人がつながるからこそ、「幸せ」「楽しい」
という感情が生まれてくる。それこそが、地域を
中心とした「地縁」、会社を中心とした「社縁」と
は違う、私たちの考える第三の縁「幸楽縁」。 
 
 この「幸楽縁」でmarugo-toと男性シニアを結
び、縁から生まれたコミュニティを発信する拠
点としてmarugo-toを活用したい。 
 
 その、最初の縁づくりのきっかけとして、新た
なる男性シニア層の参加者増加をねらいとし、
夜に開催するmarugo-to「YORU GO-TO(通
称)」の企画・提案をする。 

コミュニケーションを生む機会ときっかけ 

 marugo-toの現在の課題として「地域・男性
シニア層の参加が少ない」、実際に参加してい
る方からは「参加者間で宴会のようなイベントを
やってみたいが実際行なえていない」という声
も聞かれる。 
 
 この課題に対して、参加者がお酒を持ち寄る
ことで新たなコミュニケーションが生みだせない
か、そして、自分たち学生も運営に加わること
で新たな混ざり合いも創出できないか。 
 その2つの「新たな」が生まれるのが「YORU 
GO-TO」という私たちの企画。 

「YORU GO-TO」というコミュニティ 

Q.YORU GO-TOはどんな場所なの？ 
A.お酒と一品を持ち寄ってもらい、幸楽縁での 
   新しい友達づくりの場 
 
Q.どんな風に「楽しい」を実現するの？ 
A.その場にいる全員が参加者で、盛り上げ役 
   具体的には・・・ 
   カラオケ大会、学生サークルの出し物 等 
   marugo-toブロックを使ったジェンガ も 
 
Q.どのように運営するの？ 
A.marugo-toメンバー：大学生＝7:3 
   主役はあくまでもmarugo-toメンバーで、 
   学生はサポーター 
 
Q.どういう風に参加を呼び掛けるの？ 
A.人の手とメディアの2つのアプローチ 
   人の手：直接呼びかけ(チラシ、ポスター) 
   メディア：TV伝言板、ラジオ、SNS 

「YORU GO-TO」が創るmarugo-toの未来 

 継続開催による「YORU GO-TO」の定着化は、
①新たな男性シニア層の参加、②新たなコ
ミュニティの創出、③開催場所であるmarugo-
toの知名度・認知度UP、④現コアメンバーの
更なる活躍の機会の4つの効果を生み出す。 
 
 「YORU GO-TO」の定着化で得られる4つの
効果は、marugo-toへの参加者の増加や、野
菜・ブロックなどの生産にもプラスにつながる。 
 
 「YORU GO-TO」を通じ、marugo-toを知り、
marugo-toに参加し、人との“つながり”が生ま
れ、活動の中で“楽しさ”“幸せ”を感じることが
できれば、参加者からコアメンバーへとステー
ジを変える男性シニアも生まれる。 
 
 だからこそ、その第一歩として、第三の縁であ
る「幸楽縁」を作る「YORU GO-TO」の開催を
私たちは提案する。 

(了) 

講評 
 

新潟市社会福祉協議会 事務局長 
本田 加代子  

「YORU GO-TO」の目的をより明確に 

第三の縁には巻き込む力が必要 

新潟市社会福祉協議会 事務局次長 
上所 隆  

新潟医療福祉大学社会福祉学科 教授 
渡邉 敏文  

もう一歩、背中を押す仕掛けも必要 

西蒲区社会福祉協議会 (marugo-to担当) 
田巻 美和子  本間 美保  

 短期間でよくここまでまとめた。 
 marugo-toの参加者を増やすという目的が
「YORU GO-TO」にあることを明確に伝えること
で、更によい発表になる。 

 第三の縁は自分から飛び込む必要があるの
で、お酒という切り口で心が動くのではないか。 

人には「話をしたい」という欲求がある 

 人が集まるためには目的が必要。「人と話を
したい」という潜在的な欲求にも「YORU GO-
TO」の取り組みは応えやすいのではないか。 

新潟市社会福祉協議会 地域活動支援係長 
池田 貴之  

 西蒲区社協には大変いいヒントになった。 
 お酒という切り口だけで本当に人は集まるの
か。お酒と合わせて、もう一歩参加を踏み出し
やすくする仕掛けがあると尚よい。 

さっそくmarugo-toメンバーに話をしたい 

 企画・提案を聞いての最初に感じたことは
「楽しそう」ということ。SNSを活用した情報発信
などは、自分たちが苦手な部分なので、学生
のみなさんからサポートしてもらえると嬉しい。 
 月曜日に早速メンバーに報告する。 
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平成３０年度 新潟医療福祉大学との包括連携協定に基づく 
インターンシップ（第2クール）報告書 

 
 

 
日 時：平成３１年３月４日（月）～８日（金） 
会 場：新潟市総合福祉会館  
人 数：９名 

 
 ９：００ オリエンテーション 
１０：００ marugo-toでの活動     
１４：３０ オリエンテーション② 
      インターンシップについて 
１５：３０ marugo-toでの活動振り返り 

２日目のプログラムの概要 

１日目のプログラムの概要 

インターンシップ全体概要 

第2クールは2チームで検討 

達成すべきMission 

ビニールハウスの居場所marugo-toに
新たな男性シニア層の参加者を増やす
ための事業提案を行う 

３日目のプログラムの概要 

 
 ９：００ 講義「健康増進・健康寿命・参加」 
１０：００ 説明「marugo-to」について     
１１：００ 企画を考えるPart１ 
      具体的プログラムを考える 
１３：００ 企画を考えるPart２ 

【Aチーム】 
飯田 安李 
須田 椋太 
鳥越 大賀 
宮村 千紘 

 
１０：００ 中間報告(2日目の検討内容) 
１０：３０ 企画を考えるPart３     
１４：００ ミニプレゼン 
１４：３０ 企画のブラッシュアップ 

【Bチーム】 
赤塚 結奈 
浅野 諄 
後藤 貴之 
林 菜摘 
吉田 菜穂 

具体的なプログラムを考えるには 

【ビジョン】 
将来のあるべき姿を指す言葉(なりたい未来) 

【コンセプト】 
構想、テーマを指す言葉(進むべき方向性) 

【具体的プログラム】 
ビジョン(実現)コンセプト(沿って)「何をするか」 

 
 

３日目のプログラムの概要 

【ビジョン】 
marugo-toに新しい男性シニア層の参加者を増やす 

 

【コンセプト】 
「地縁」「社縁」とは違う第三の縁で結びつける 

４日目のプログラムの概要 

５日目のプログラムの概要 

【企画・提案内容】 
○みんなで一緒にmarugo-toつくる「go縁」～ひのきの香るおいしい燻製づくりに挑戦～ 
○「無縁」から「結縁」へ～食を通じて男性シニアをmarugo-toに～ 

 
 

【具体的プログラム(Aチーム)】 
ひのきを活かした新しい創作活動 

↓ 
go-toをキーワードに展開したい 

 

言葉の具体化を図る 

× あなたの力が必要です 
 

 →伝えたい人に伝わるのか？ 

 
 ９：００ 最終プレゼンに向けた準備 
１5：００ プレ最終報告     

どう伝えるのか 

×相手に伝えるだけでは不十分 
○伝えて理解を得て、心を動かす 

【起】 
結論 

【承】 
背景 

【転】 
方法 

【結】 
結論 

 
 ９：００ 最終プレゼンに向けた準備 
１３：３０ 最終報告会 
１４：００ 講評 
      修了式 
１５：００ インターンシップ全体の振り返り     

飯田安李 須田椋太 鳥越大賀 宮村千紘  
赤塚結奈 浅野諄 後藤孝之 林菜摘 吉田菜穂 

(いずれも社会福祉学科３年) 
インターンシップ第２クール参加学生 

【具体的プログラム(Bチーム)】 
独居の男性シニアをターゲットに 

↓ 
独居の男性のライフスタイルを想像 
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企画・提案 
 

みんなで一緒にmarugo-toをつくる 「go縁」 
 

 ～ひのきの香るおいしい燻製づくりに挑戦！～   

「go縁」で”まるごと””誰ともつながれる“ 

 第三の縁とは「go縁」である。これは、漢字の
「御縁」の意味だけでなく、英語の”go”には
marugo-toに行くこと、これからmarugo-toで
始まる縁、そしてその縁を継続していきたいと
いう意味を込めている。 
 
 男性シニア層の現状は、定年後6割以上の
方は働く意欲はあるのだが、実際は1割ほどし
か仕事についていない現状、また、7割もの方
は地域活動にも参加していないことがわかった。 
 
 このことから何かしたいと思ってはいるが、な
かなか一歩が踏み出せない方を「go縁」で結
びたい。 

男性シニア×marugo-toらしさ＝アイデア 

 私たちが感じたmarugo-toらしさは・・・ 
 ①作業を通じて交流が生まれる 
 ②役割をもつことでやりがいを感じている 
 ③外作業ができる地域の茶の間のような場 
 ④ブロックやピザ釜づくりなどの特色ある活動 
 
 一歩で、男性シニアの好きな事を考えた時に、
「お酒が好き→おつまみも好き→おつまみづく
りは楽しい→ブロックの木くずも利用できる」と発
想を膨らませ、“燻製づくり”というアイデアが生
まれてきた。お酒と燻製づくりで「go縁」のきっ
かけをつくっていきたい。 

“誰か”ではなく“あなた”に届けたい 

“これまで”が”新しい”を生み出す 

 燻製づくりには、一から自分で作ることの楽し
さを見出すこともできるのではないか。なぜなら、
燻製器も手作りであれば、普段の活動のブロッ
クや野菜も手作り。一からつくることで「次はこ
れをやってみよう」といった本人の意欲の向上
やその中に役割を見出していけるのではない
か。 
 
 私たちは燻製づくりをきっかけに、モノをつくる
だけでなく、関係をつくることができれば、
marugo-toがその人にとっての居場所となり、
結果として新しい参加者が増えることにつな
がっていく。 
 
 今回の企画は決して新しいことではなく、これ
までのmarugo-toの活動がベースした発展形
の企画。 だからこそ、みんなで一緒に「go縁」
をつくるための、燻製づくりと試食会の開催を提
案する。 

(了) 

 この企画のキャッチコピーは「お酒好きのみな
さん！！あなたのアイデアが必要です！！」 
 男性シニアの誰かに届けるのではなく、活動
したい男性シニアとお酒が好きな方に届けたい。 
 
 実際の燻製づくりにおいては、段ボールで燻
製器を作ることし、ピザ釜も自分たちで作って
いるmarugo-toが燻製器も手作りする“らしさ”
も、marugo-toに合っている企画と考えている。 
 
 お酒の持ち込みを可とし、お酒の力も借りてコ
ミュニケーションの中で本音を語りやすくし、自
分のことを語れる場になれば、自分の居場所
として感じてくれるのではないか。 
 
 また、燻製が出来上がるまでの時間には、普
段のmarugo-toで行っている作業も体験しても
らい、この日だけの参加ではなく、毎週の活動
にも参加してもらう仕掛けを行う。 

企画・提案 
 

「無縁」から「結縁」へ 
 

 ～食を通じて男性シニア層をmarugo-toに～   

縁が無い“無縁”から人を結ぶ“結縁”に 

 「地縁」と「社縁」とは違う「第三の縁」を考え
ていく中で、そもそも「地縁」も「社縁」もない人
は「無縁」なのではないかと考えた。 
 
 しかしながら、私たちが参加したmarugo-to
は誰が来てもよい居場所であり、それであれば
marugo-toに来た人と人を結びつけることがで
きれば、「無縁」ではなくなるのではないか、「無
縁」という言葉も人と人を結びつける「結縁」と
言い換えることができれば、社会を変えていく
力になるのでないか。 
 
 そして、このワードをもとに私たちが参加して
ほしい人は“ひとり暮らしの男性シニア層”とした。 

食を通じてmarugo-toと結びつける 

 私たちが提案する企画は、男性料理教室
「男飯なじらね」と作った料理をふるまう場とし
ての「男飯食堂」の二つ。 
 
 男性が集まるためには、男性同士で集まるこ
とは一つの安心感につながる。またひとり暮らし
の男性は、毎日の食事を簡単に済ませている
人や、反対にすごく凝った料理を作る方もいる。
そういう意味でも男性料理教室は男性の方が
参加しやすい企画になっているのではないか。 
 そして、男性シニアだけを結ぶのではなく、他
の方も参加しやすい場として「男飯食堂」という
会食の場も設けていきたい。 

背中を押す「誘われる」という体験 

“縁”がないのではなく、“きっかけ”がない 

 私たちは、「地縁」や「社縁」がない人は最初
「無縁」だと考えていた。しかしながら、無縁と
いうことは、実は人と結ぶつく“きっかけ”がない
だけではないのかと、今回の企画を考える中で
答えが見えてきた。 
 
 私たちの提案する「男飯食堂なじらね」と「男
飯食堂」が、人と人を結ぶつける“きっかけ”や
誰かとつながりたいと思っている人の背中を押
す取り組みになってもらえたら嬉しい。 

(了) 

 参加してほしい“ひとり暮らしの男性シニア”の
方に参加いただくには、声かけ・口コミによる情
報の伝達が有効であると考えた。 
 
 私たち自身も今回のインターンシップに参加
するきっかけが、そもそも周りからの口コミでイ
ンターンシップのことを知ったことがきっかけの
一つとしてあった。 
 
 また、ひとり暮らしの男性シニアの方とつなが
りのある方として、民生委員の方にも参加の声
かけをお願いしたいと考えている。民生委員の
方はその活動の中で、ひとり暮らしの男性シニ
アの方を把握しており、直接参加の声かけをし
てもらう、「一緒に行きませんか？」と声をかけ
てもらうことで、参加しやすくなるのではないか。 
 
 参加のための「背中を押す」ことの大きなきっ
かけに「誘ってもらう」ということは重要。 
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[テキストを入力] 
 
 

国際交流センター 

（外国人留学生） 各学科 

（学生生活・学業） 

 

スポーツ   

カウンセリングルーム 
（スポーツ） 

 

人権委員会 

（ハラスメント） 

就職センター 
（就職） 

学生課 

学生総合窓口 
学生なんでも相談メール

soudan@nuhw.ac.jp 

（学生生活全般） 

経理部 
(学費相談)  

健康管理センター 

 

 

（健康に関すること、学生相談） 

 
総務課 

(施設使用申請)  

教務課 
（履修・授業） 

教職支援センター 

（教員免許取得） 

図書館・学習支援センター 

（学習相談） 

専門医 

（学修相談） 

 

臨床心理士 学内精神科医 

NUHW セーフティーネット 

概念図 
外部 

専門医療機関 

新潟いのちの電話 

025-288-4343 

新潟市こころといのちのホットライン

025-248-1010 
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(4)  
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2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
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938 798 1030 851 1142 720 612
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1 251

2006 3 142
2007 3 66

5 138
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5 135
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11 354
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11 352
1 97
4 129
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2 47
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1 53
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11 441
2 46
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4 2 85
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白



第三部　�自己点検評価実施状況に�
ついて



白

  

 

2006 18 6 -10 18
 

2008 20 4 2008-2009  
2010 22 4 2010-2020

2010 2013  
2011 23 3  
2011 23 4  
2011 23 10 10  
2012 24 3

2012 3 31  
2012 24 5

 
2012 24 5 18

2012 24 9 2
2013 25 6 10

2014 26 3 2010 2013

2014 26 9 2014 2017
2014 2015

2016 28 3
2016 28 7 2014 2017

2016 2017
2018 30 3

2018 30 3 2018 2020  
2018 2020

2019 9 3
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